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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湯を沸き上げるヒートポンプユニットと、
　水を下側から貯留し、前記ヒートポンプユニットにより沸き上げられた湯を上側から貯
留する貯湯タンクと、
　浴槽から循環する浴槽水と、該浴槽水を加熱するための湯との熱交換を行う追焚き熱交
換器と、
　前記貯湯タンクの下部から取り出した水を前記ヒートポンプユニットに送り、前記ヒー
トポンプユニットにより沸き上げられた湯を前記貯湯タンクの上部に送る貯湯回路と、
　前記ヒートポンプユニットにより沸き上げられた湯を前記貯湯タンクを介さずに前記追
焚き熱交換器に送り、該湯が前記追焚き熱交換器で温度低下した中温水を前記ヒートポン
プユニットに戻すヒートポンプ利用追焚き回路と、
　前記貯湯回路と前記ヒートポンプ利用追焚き回路とを切り替える流路切替手段と、
　前記貯湯回路により運転する貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度、及び前記ヒートポン
プ利用追焚き回路により運転するヒートポンプ利用追焚き運転時のヒートポンプ出湯温度
をそれぞれ制御するヒートポンプ出湯温度制御手段と、
　運転モードを前記ヒートポンプ利用追焚き運転から前記貯湯運転に遷移する場合の遷移
モードにおいて、前記ヒートポンプユニットの圧縮機の運転を停止することなく、前記流
路切替手段を前記ヒートポンプ利用追焚き回路から前記貯湯回路に切り替えた状態でヒー
トポンプ出湯温度が前記ヒートポンプ利用追焚き運転時のヒートポンプ出湯温度から前記
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貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度まで変化するように制御する運転モード遷移手段と、
　を備える貯湯式給湯機。
【請求項２】
　前記運転モード遷移手段は、運転モードを前記貯湯運転から前記ヒートポンプ利用追焚
き運転に遷移する場合の遷移モードにおいて、前記ヒートポンプユニットの圧縮機の運転
を停止することなく、前記流路切替手段を前記貯湯回路から前記ヒートポンプ利用追焚き
回路に切り替え、ヒートポンプ出湯温度が前記貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度から前
記ヒートポンプ利用追焚き運転時のヒートポンプ出湯温度まで変化するように制御する請
求項１記載の貯湯式給湯機。
【請求項３】
　前記貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度に比べて前記ヒートポンプ利用追焚き運転時の
ヒートポンプ出湯温度が高い請求項１または２記載の貯湯式給湯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯湯式給湯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気の熱を利用して水を加熱するヒートポンプユニットと、このヒートポンプユニット
により沸き上げられた高温の湯を貯留する貯湯タンクと、浴槽から循環する浴槽水を加熱
するための追焚き熱交換器とを備えた貯湯式給湯機が広く用いられている。浴槽を追焚き
（保温または加温）する追焚き運転においては、貯湯タンクに貯えられた高温の湯を追焚
き熱交換器に送り、この湯が浴槽水に熱を与えて温度低下した中温水を貯湯タンクの下部
に戻すようにしている。このため、追焚き運転を行うと、給湯に使用できる熱量が減るこ
とに加えて、貯湯タンクの下部温度が上昇する。一般に、ヒートポンプユニットのＣＯＰ
（成績係数）は、ヒートポンプユニットへの入水温度が高いほど、低下する。このため、
追焚き運転を行うと、次回の貯湯運転のとき、貯湯タンクの下部からヒートポンプユニッ
トへの入水温度が高くなり、ＣＯＰが低下するという問題がある。また、浴槽追焚きに使
用する熱量を貯湯タンクに長時間蓄えておくことになるので、貯湯タンクからの放熱ロス
が大きいという問題もある。
【０００３】
　上述したような問題を回避するため、ヒートポンプユニットで沸き上げた湯を貯湯タン
クを介さずに追焚き熱交換器に送り、熱交換後の温度低下した中温水を再びヒートポンプ
ユニットに戻す循環経路で追焚き運転を行う貯湯式給湯機が提案されている（例えば、特
許文献１参照）。このように、ヒートポンプを利用した追焚き運転を行うことにより、貯
湯タンク内の温度分布に影響を与えることを回避できるので、ＣＯＰの低下や、給湯に使
用できる熱量が減ることを防止することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－９７８２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　浴槽追焚きが行われるのは、浴槽に湯が張られてから時間が経過した後であるので、主
に夜となり、貯湯タンク内の貯湯量（蓄熱量）が不足した状態にあることが多い。このた
め、浴槽追焚きとともに、貯湯タンクに湯を貯える貯湯運転を行うことが必要とされる場
合がある。その場合、ヒートポンプを利用した追焚き運転と、貯湯運転とは、双方ともヒ
ートポンプユニットを使用することから、同時運転は不可能であり、追焚き運転後に貯湯
運転、または貯湯運転後に追焚き運転といったように、二つの運転モード間で遷移を行わ
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なければならない。
【０００６】
　従来の貯湯式給湯機では、ヒートポンプを利用した追焚き運転から貯湯運転に遷移する
際には、ヒートポンプユニットの圧縮機を一旦停止させるようにしている。その間に、圧
縮機や水冷媒熱交換器等の温度が低下するため、圧縮機を再起動した後、貯湯運転の開始
までに圧縮機や水冷媒熱交換器等の温度を再度上昇させることが必要となり、エネルギー
のロスが大きい。
【０００７】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、ヒートポンプを利用し
た追焚き運転から貯湯運転に遷移する際のエネルギーのロスを抑制することのできる貯湯
式給湯機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る貯湯式給湯機は、湯を沸き上げるヒートポンプユニットと、水を下側から
貯留し、ヒートポンプユニットにより沸き上げられた湯を上側から貯留する貯湯タンクと
、浴槽から循環する浴槽水と、該浴槽水を加熱するための湯との熱交換を行う追焚き熱交
換器と、貯湯タンクの下部から取り出した水をヒートポンプユニットに送り、ヒートポン
プユニットにより沸き上げられた湯を貯湯タンクの上部に送る貯湯回路と、ヒートポンプ
ユニットにより沸き上げられた湯を貯湯タンクを介さずに追焚き熱交換器に送り、該湯が
追焚き熱交換器で温度低下した中温水をヒートポンプユニットに戻すヒートポンプ利用追
焚き回路と、貯湯回路とヒートポンプ利用追焚き回路とを切り替える流路切替手段と、貯
湯回路により運転する貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度、及びヒートポンプ利用追焚き
回路により運転するヒートポンプ利用追焚き運転時のヒートポンプ出湯温度をそれぞれ制
御するヒートポンプ出湯温度制御手段と、運転モードをヒートポンプ利用追焚き運転から
貯湯運転に遷移する場合の遷移モードにおいて、ヒートポンプユニットの圧縮機の運転を
停止することなく、流路切替手段をヒートポンプ利用追焚き回路から貯湯回路に切り替え
た状態でヒートポンプ出湯温度がヒートポンプ利用追焚き運転時のヒートポンプ出湯温度
から貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度まで変化するように制御する運転モード遷移手段
と、を備えたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ヒートポンプ利用追焚き運転を行うことにより、貯湯タンクの蓄熱量
を減少させたり貯湯タンクの下部水温を上昇させたりせずに浴槽追焚きが可能となるので
、貯湯タンクからの放熱ロスが低減し、貯湯運転時のＣＯＰを向上することができる。更
に、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転に遷移する場合のエネルギーロスを抑制す
ることができるので、エネルギー効率をより向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１の貯湯式給湯機を示す構成図である。
【図２】本発明の実施の形態１の貯湯式給湯機において、ヒートポンプ利用追焚き運転か
ら貯湯運転に遷移する場合の制御を説明するための図である。
【図３】従来の貯湯式給湯機において、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転に遷移
する場合の制御を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、各図において共通
する要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略する。
【００１２】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１の貯湯式給湯機を示す構成図である。図１に示すように
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、本実施形態の貯湯式給湯機は、ヒートポンプユニット１００と、貯湯タンクユニット２
００とを備えている。ヒートポンプユニット１００内には、圧縮機１、水冷媒熱交換器２
、減圧装置（膨張弁）３および蒸発器（空気熱交換器）４を順次環状に接続し、冷媒が循
環する冷凍サイクル（ヒートポンプサイクル）１０１と、蒸発器４に送風する送風機５と
が搭載されている。
【００１３】
　貯湯タンクユニット２００内には、ヒートポンプユニット１００の水冷媒熱交換器２に
水を送るための第１循環ポンプ６ａと、水冷媒熱交換器２から戻った湯（高温水）の流路
を切り替える流路切替手段７と、貯湯タンク８と、浴槽１０から循環する浴槽水を加熱す
るための追焚き熱交換器１２とが搭載されている。貯湯タンク８の下部には、市水等の水
源からの水を供給する給水配管（図示せず）が接続されている。本実施形態では、水冷媒
熱交換器２と、流路切替手段７と、貯湯タンク８と、第１循環ポンプ６ａとを、接続配管
９ａ，９ｂ，９ｇ，９ｅ，９ｆによって接続することにより、貯湯回路２０１が構成され
ている。貯湯タンク８内には、上記給水配管から供給される水が下側から貯留され、水冷
媒熱交換器２で加熱された湯が上側から貯留される。なお、第１循環ポンプ６ａは、必ず
しも貯湯タンクユニット２００に設置する必要はなく、ヒートポンプユニット１００側に
搭載してもよい。
【００１４】
　また、本実施形態では、水冷媒熱交換器２と、流路切替手段７と、追焚き熱交換器１２
と、第１循環ポンプ６ａとを、接続配管９ａ，９ｂ，９ｃ，９ｄ，９ｅ，９ｆによって接
続することにより、ヒートポンプ利用追焚き回路２０２が構成されている。更に、貯湯タ
ンク８の貯湯口８ａと、流路切替手段７と、追焚き熱交換器１２と、第２循環ポンプ６ｂ
と、貯湯タンク８の戻し口８ｃとを、接続配管９ｇ，９ｃ，９ｈによって接続することに
より、貯湯利用追焚き回路２０３が構成されている。また、浴槽１０と、浴槽水を循環さ
せる浴槽水循環ポンプ１１と、追焚き熱交換器１２とを、接続配管９ｉ，９ｊ，９ｋによ
って接続することにより、浴槽循環回路３０１が構成されている。
【００１５】
　なお、図１では省略しているが、貯湯タンクユニット２００内には、例えば流し台や洗
面台の蛇口、シャワーなどの給湯端末に給湯するために、貯湯タンク８から取り出した高
温の湯と、給水配管から供給される水とを混合し、温度調節した混合湯を生成する混合弁
等の装置が更に搭載されている。
【００１６】
　ヒートポンプユニット１００の圧縮機１は、例えば、インバータ制御のＤＣブラシレス
モータを使用して回転数を可変とした圧縮機駆動装置（図示せず）を備えており、圧縮機
１から吐出する冷媒の圧力や温度を変化させることができる。このヒートポンプユニット
１００の冷媒としては、高温出湯ができる冷媒、例えば、二酸化炭素、Ｒ４１０Ａ、プロ
パン、プロピレンなどの冷媒が適しているが、特にこれらに限定されるものではない。減
圧装置３は、内部の流路抵抗調節部を稼動させて冷媒の流路抵抗度を調節し、減圧装置３
の上流側の高圧の冷媒と下流側の低圧の冷媒との圧力を調節制御する。圧縮機１の回転数
、送風機５の回転数、減圧装置３の流路抵抗度は、それぞれ、ヒートポンプユニット１０
０の設置環境、使用環境に応じて制御される。
【００１７】
　ヒートポンプユニット１００の水冷媒熱交換器２の入水口側には、ヒートポンプ入水温
度を検出する入水温度センサ１３ａが設けられ、水冷媒熱交換器２の出湯口側には、ヒー
トポンプ出湯温度を検出する出湯温度センサ１３ｂが設けられている。ヒートポンプユニ
ット１００の外郭またはその近傍には、外気温度を検出する外気温度センサ１３ｃが設け
られている。冷凍サイクル１０１には、圧縮機１の出口側に吐出温度センサ１３ｄが、圧
縮機１の入口側に吸入温度センサ１３ｅが、それぞれ設けられており、蒸発温度センサ１
３ｆが蒸発器４の入口から中間部に設けられており、それぞれ配置場所の冷媒温度を検出
する。また、貯湯タンクユニット２００内の貯湯タンク８には、高さの異なる位置に複数



(5) JP 5741256 B2 2015.7.1

10

20

30

40

50

の貯湯温度センサ１３ｇ～１３ｊが設けられており、貯湯タンク８内の貯湯温度分布を検
出可能になっている。
【００１８】
　浴槽循環回路３０１には、追焚き熱交換器１２の入口側に追焚き熱交換器入口温度セン
サ１３ｋが設けられ、追焚き熱交換器１２の出口側に追焚き熱交換器出口温度センサ１３
ｍが設けられ、それぞれ設置場所にて、浴槽水循環ポンプ１１により循環する浴槽水の温
度を検出する。
【００１９】
　ヒートポンプユニット１００内には、本実施形態の貯湯式給湯機の全体を制御する制御
手段としての制御装置１４が設けられている。また、浴室あるいは台所などには、ユーザ
ーインターフェース装置としてのリモコン装置（図示せず）が設置されており、このリモ
コン装置は制御装置１４と通信可能に接続されている。制御装置１４は、温度センサ１３
ａ～１３ｍ等の各種センサによる検出情報や、リモコン装置に入力された使用者からの指
示の内容等に基づいて、圧縮機１の回転数、減圧装置３の流路抵抗度（開度）、流路切替
手段７の流路方向、第１循環ポンプ６ａ、第２循環ポンプ６ｂおよび浴槽水循環ポンプ１
１の回転数などを制御することにより、後述する貯湯運転、ヒートポンプ利用追焚き運転
、貯湯利用追焚き運転などの各運転モードを実行する。なお、本発明では、制御装置１４
（制御手段）は、図示の構成に限らず、貯湯タンクユニット２００に設けられていてもよ
いし、ヒートポンプユニット１００と貯湯タンクユニット２００とに分散して設けられて
いてもよい。
【００２０】
（貯湯運転）
　本実施形態の貯湯式給湯機における運転動作について説明する。まず、貯湯運転につい
て説明する。貯湯運転とは、冷凍サイクル１０１と貯湯回路２０１とを動作させ、貯湯タ
ンク８の底部の取水口８ｂから取り出した水を第１循環ポンプ６ａにより水冷媒熱交換器
２に送り、水冷媒熱交換器２で冷媒と熱交換することにより沸き上げ、沸き上げられた高
温の湯を貯湯タンク８の上部の貯湯口８ａから貯湯タンク８内に戻す動作である。
【００２１】
　ヒートポンプユニット１００の冷凍サイクル１０１において、圧縮機１から吐出された
高温高圧のガス冷媒は、水冷媒熱交換器２で放熱して水を加熱しながら温度低下する。熱
交換を終えて水冷媒熱交換器２から流出した高圧低温の冷媒は、減圧装置３を通過する。
【００２２】
　減圧装置３を通過した冷媒は、ここで低圧気液二相の状態に減圧される。減圧装置３を
通過した冷媒は、蒸発器４に流入し、そこで外気の空気から吸熱し、蒸発ガス化される。
蒸発器４を出た低圧冷媒は、圧縮機１に吸入され、再び循環する。
【００２３】
　また、貯湯回路２０１側では、貯湯タンク８内の水が、第１循環ポンプ６ａにより貯湯
タンク８の底部の取水口８ｂから導かれ、接続配管９ｅ、９ｆを通過して水冷媒熱交換器
２内に搬送される。そして、ここで冷媒と熱交換して加熱（沸き上げ）され、接続配管９
ａ，９ｂ、流路切替手段７、接続配管９ｇを通過して、貯湯タンク８上部の貯湯口８ａか
ら貯湯タンク８内に流入する。これにより、貯湯タンク８内は、上部が高温の湯で下部が
低温の水の状態となる。上側の高温領域と、下側の低温領域とは、比重差があるため、温
度境界層を介して、混じり合うことなく維持される。
【００２４】
　次に、貯湯運転の制御動作について説明する。回転数等で制御される圧縮機１の運転容
量および第１循環ポンプ６ａの回転数は、出湯温度センサ１３ｂで検出されるヒートポン
プ出湯温度が、予め定められた目標値となるように調整制御される。減圧装置３の流路抵
抗度は、吐出温度を所定の目標吐出温度になるように制御される。目標吐出温度は、ヒー
トポンプ出湯温度の目標値を確保できる温度とするため、この目標値より高い温度、例え
ば目標値＋ａ［℃］に設定される。この場合、ａの値は、例えば外気温度や上記目標値の
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関数としてもよい。また、ヒートポンプ出湯温度が目標値となるように、第１循環ポンプ
６ａの回転数を制御してもよい。
【００２５】
（追焚き運転）
　次に、本実施形態の貯湯式給湯機における追焚き運転について説明する。本実施形態の
貯湯式給湯機では、ヒートポンプユニット１００により沸き上げられた湯を貯湯タンク８
を介さずに追焚き熱交換器１２に送ることによって浴槽水を加熱する追焚き運転（以下、
「ヒートポンプ利用追焚き運転」と称する）と、貯湯タンク８内に貯えられた湯を取り出
して追焚き熱交換器１２に送ることによって浴槽水を加熱する追焚き運転（以下、「貯湯
利用追焚き運転」と称する）との、２種類の追焚き運転を選択的に実行可能となっている
。ヒートポンプ利用追焚き運転では、ヒートポンプユニット１００（冷凍サイクル１０１
）およびヒートポンプ利用追焚き回路２０２と、浴槽循環回路３０１とを同時に動作させ
る。貯湯利用追焚き運転では、貯湯利用追焚き回路２０３と、浴槽循環回路３０１とを同
時に動作させる。
【００２６】
　ヒートポンプ利用追焚き運転の場合、冷凍サイクル１０１では、循環する冷媒を水冷媒
熱交換器２に流入させて、ヒートポンプ利用追焚き回路２０２を循環する湯水（以下、「
熱源水」と称する）と熱交換させて、熱源水を加熱する。同時に、浴槽循環回路３０１で
は、浴槽水循環ポンプ１１で浴槽１０の浴槽水を追焚き熱交換器１２に流入させて、追焚
き熱交換器１２でヒートポンプ利用追焚き回路２０２の熱源水と熱交換させて、浴槽水を
加熱し、浴槽１０に戻す動作となる。
【００２７】
　一方、貯湯利用追焚き運転の場合、貯湯利用追焚き回路２０３では、貯湯タンク８の貯
湯口８ａから流出させた湯を追焚き熱交換器１２へ送り、浴槽循環回路３０１を循環する
浴槽水と熱交換させて浴槽水を加熱する。熱交換器１２で浴槽水へ熱を与えた後の中温水
は、貯湯タンク８の戻し口８ｃへ戻される。
【００２８】
　ヒートポンプ利用追焚き運転では、ヒートポンプ利用追焚き回路２０２において、水冷
媒熱交換器２、追焚き熱交換器１２、接続配管９ａ，９ｂ，９ｃ，９ｄ，９ｅ，９ｆ内に
ある熱源水が、第１循環ポンプ６ａにより循環する。このとき、流路切替手段７は、接続
配管９ｂと９ｃとが連通するように切り替えられる。ヒートポンプ利用追焚き回路２０２
を循環する熱源水は、水冷媒熱交換器２で冷凍サイクル１０１を循環する冷媒により加熱
され、流路切替手段７を通過して、追焚き熱交換器１２で浴槽循環回路３０１を循環する
浴槽水に放熱して温度低下し、中温水となる。この中温水となった熱源水は、第１循環ポ
ンプ６ａに吸入され、水冷媒熱交換器２に戻り、再加熱されて循環する。
【００２９】
　本実施形態の貯湯式給湯機では、ヒートポンプ利用追焚き運転におけるヒートポンプ出
湯温度の目標値は、貯湯運転の場合の目標値より高い値に設定されている。すなわち、ヒ
ートポンプ利用追焚き運転での冷凍サイクル１０１の動作においては、ヒートポンプ出湯
温度が貯湯運転の場合より高くなるように、圧縮機１の回転数、減圧装置３の流路抵抗度
、送風機５の回転数等が制御される。その他の点については、前述した貯湯運転の場合と
同様である。
【００３０】
　貯湯利用追焚き運転の場合には、貯湯利用追焚き回路２０３において、貯湯タンク８に
貯留された湯が貯湯利用追焚き回路２０３を循環する。このとき、流路切替手段７は、接
続配管９ｇと９ｃとが連通するように切り替えられる。これにより、貯湯タンク８に貯湯
された湯は、貯湯口８ａから流出して、接続配管９ｇ、流路切替手段７、接続配管９ｃを
通過して、追焚き熱交換器１２に流入し、浴槽循環回路３０１を循環する浴槽水に放熱す
ることにより温度低下して中温水となり、第２循環ポンプ６ｂに吸入され、接続配管９ｈ
を通過し、戻し口８ｃより貯湯タンク８に流入する。
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【００３１】
　浴槽循環回路３０１では、浴槽１０内の浴槽水が、浴槽水循環ポンプ１１により、接続
配管９ｉ，９ｊを通過して、追焚き熱交換器１２に搬送される。浴槽水は、追焚き熱交換
器１２にて、ヒートポンプ利用追焚き回路２０２または貯湯利用追焚き回路２０３を循環
する湯と熱交換して加熱され、接続配管９ｋを通過して、浴槽１０に流入する。これによ
り、浴槽１０内の浴槽水の温度を上昇させることができる。
【００３２】
　上述したように、本実施形態の貯湯式給湯機では、浴槽１０を保温または再加熱する追
焚き運転として、ヒートポンプ利用追焚き運転と貯湯利用追焚き運転との二つの方法を実
行可能に構成されているが、本発明の貯湯式給湯機は、追焚き運転としてヒートポンプ利
用追焚き運転のみを実行するものであってもよい。
【００３３】
　ヒートポンプ利用追焚き運転は、貯湯利用追焚き運転と比べ、次のような利点がある。
第１に、貯湯タンク８の蓄熱量を使わずに浴槽追焚きを行うことができるので、給湯に使
用できる蓄熱量が減ることを防止することができる。第２に、浴槽追焚きに使用する熱量
を貯湯タンク８に長時間蓄えておく必要がないので、貯湯タンク８からの放熱ロスを低減
することができる。第３に、追焚き熱交換器１２から戻る中温水が貯湯タンク８の下部に
流入しないので、貯湯タンク８の下部水温を低く維持することができる。このため、次回
の貯湯運転のとき、貯湯タンク８の下部からヒートポンプユニット１００への入水温度が
高くなることがないので、ＣＯＰの低下を回避することができる。
【００３４】
　浴槽追焚きが行われるのは、浴槽１０に湯が張られてから時間が経過した後であるので
、主に夜となり、貯湯タンク８内の貯湯量（蓄熱量）が不足した状態にあることが多い。
このため、浴槽追焚きとともに、貯湯運転を行うことが必要とされる場合がある。その場
合、ヒートポンプ利用追焚き運転と、貯湯運転とは、双方ともヒートポンプユニット１０
０を使用することから、同時運転は不可能であり、ヒートポンプ利用追焚き運転を実行し
た後に続けて貯湯運転を実行することが必要となる場合がある。
【００３５】
　図２は、本実施形態の貯湯式給湯機において、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運
転に遷移する場合の制御を説明するための図であり、横軸は時間、縦軸はヒートポンプ出
湯温度を示す。図２に示すように、本実施形態では、制御装置１４は、ヒートポンプ利用
追焚き運転から貯湯運転に遷移する場合の遷移モード（遷移状態）での運転を以下のよう
に制御する。まず、遷移モードでは、圧縮機１の運転は、停止されることなく継続する。
また、ヒートポンプ利用追焚き運転を終了して遷移モードに移行した場合には、直ちに、
流路切替手段７を制御してヒートポンプ利用追焚き回路２０２から貯湯回路２０１に切り
替える。前述したように、ヒートポンプ利用追焚き運転におけるヒートポンプ出湯温度は
、貯湯運転におけるヒートポンプ出湯温度より高くされている。このため、遷移モードで
は、出湯温度センサ１３ｂで検出されるヒートポンプ出湯温度が、ヒートポンプ利用追焚
き運転時の目標値から貯湯運転時の目標値まで低下するように、圧縮機１の回転数、減圧
装置３の流路抵抗度、送風機５の回転数等が制御される。ヒートポンプ出湯温度が貯湯運
転時の目標値まで低下した場合には、遷移モードが終了し、貯湯運転が開始する。
【００３６】
　遷移モードにおいては、ヒートポンプ出湯温度が貯湯運転時の目標値より高い状態にあ
るので、貯湯タンク８内の上部にある湯より高い温度の湯が貯湯口８ａから貯湯タンク８
内に流入する。このため、遷移モードにおいて、貯湯タンク８内の上部にある湯の温度が
低下することはない。また、湯の比重は、温度が高いほど軽い。このため、遷移モードに
おいては、貯湯タンク８内の上部にある湯より高温で比重の軽い湯が貯湯口８ａから貯湯
タンク８内に流入するので、貯湯タンク８内の温度境界層が乱されることはない。
【００３７】
　図３は、従来の貯湯式給湯機において、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転に遷
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移する場合の制御を説明するための図であり、横軸は時間、縦軸はヒートポンプ出湯温度
を示す。本実施形態の貯湯式給湯機の作用効果を理解し易くするため、以下、従来の貯湯
式給湯機の制御について説明する。従来の貯湯式給湯機では、ヒートポンプ利用追焚き運
転時のヒートポンプ出湯温度は、貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度より低い値に制御さ
れている。ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転への遷移時に、貯湯タンク８内の上
部にある湯より低温で比重の重い湯が貯湯口８ａから貯湯タンク８内に流入すると、貯湯
タンク８内の湯が攪乱され、温度境界層が影響を受けて、高温領域と低温領域とが混合し
、蓄熱量を大きく低下させるおそれがある。この問題を避けるため、従来の貯湯式給湯機
では、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転に切り替える場合、図３に示すように、
圧縮機１の運転を一旦停止する。その後、圧縮機１を再起動し、ヒートポンプ出湯温度を
貯湯運転時の目標値まで上昇させた後、流路切替手段７を制御して貯湯回路２０１に切り
替え、貯湯運転を開始する。
【００３８】
　上述した従来の貯湯式給湯機の制御では、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転へ
の遷移時に圧縮機１の運転を一旦停止した間に、圧縮機１や水冷媒熱交換器２から放熱し
てそれらの温度が大きく低下し、大きな放熱ロスが生ずる。また、貯湯運転開始に当たっ
て圧縮機１を再起動する時には、その低下した圧縮機１の温度や圧縮機１の吐出冷媒温度
、水冷媒熱交換器２の温度を再度上昇させる必要があるが、その間の消費電力は、貯湯タ
ンク８の蓄熱量に寄与せず、ロスとなる。このようなことから、従来の貯湯式給湯機では
、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転への遷移時に、エネルギーのロスが大きい。
また、圧縮機１の停止と再起動の際の圧力変動により、冷媒回路内の部品に圧力差による
疲労が生ずるという問題もある。
【００３９】
　これに対し、本実施形態の貯湯式給湯機によれば、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯
湯運転への遷移時に圧縮機１の運転を一旦停止することがないので、圧縮機１の温度や圧
縮機１の吐出冷媒温度、水冷媒熱交換器２の温度が大きく低下することがない。このため
、これらの放熱ロスや、温度を再上昇させるためのエネルギーがロスすることがない。よ
って、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転への遷移時のエネルギーのロスを確実に
抑制することができ、エネルギー効率を向上することができる。また、冷媒回路内の圧力
変動が抑制されるので、冷媒回路内の部品が圧力差により疲労することを防止することが
できる。また、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転への切り替えを迅速に完了する
ことができるという利点もある。
【００４０】
　なお、本実施形態では、ヒートポンプ利用追焚き運転から貯湯運転に遷移する場合の遷
移モードの制御について説明したが、本発明では、貯湯運転からヒートポンプ利用追焚き
運転に遷移する場合の遷移モードにおいて、圧縮機１の運転を停止することなく、流路切
替手段７を貯湯回路２０１からヒートポンプ利用追焚き回路２０２に切り替え、ヒートポ
ンプ出湯温度が貯湯運転時のヒートポンプ出湯温度からヒートポンプ利用追焚き運転時の
ヒートポンプ出湯温度まで上昇するようにヒートポンプユニット１００を制御することが
望ましい。これにより、貯湯運転からヒートポンプ利用追焚き運転への遷移時についても
、エネルギーのロスを確実に抑制することができ、エネルギー効率を更に向上することが
できる。
【符号の説明】
【００４１】
１　　　圧縮機
２　　　水冷媒熱交換器
３　　　減圧装置
４　　　蒸発器
５　　　送風機
６ａ　　第１循環ポンプ
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６ｂ　　第２循環ポンプ
７　　　流路切替手段
８　　　貯湯タンク
８ａ　　貯湯口
８ｂ　　取水口
８ｃ　　戻し口
９ａ～９ｋ　接続配管
１０　　浴槽
１１　　浴槽水循環ポンプ
１２　　追焚き熱交換器
１３ａ　入水温度センサ
１３ｂ　出湯温度センサ
１３ｃ　外気温度センサ
１３ｄ　吐出温度センサ
１３ｅ　吸入温度センサ
１３ｆ　蒸発温度センサ
１３ｇ～１３ｊ　貯湯温度センサ
１３ｋ　熱交換器入口温度センサ
１３ｍ　熱交換器出口温度センサ
１４　　制御装置
１００　ヒートポンプユニット
１０１　冷凍サイクル
２００　貯湯タンクユニット
２０１　貯湯回路
２０２　ヒートポンプ利用追焚き回路
２０３　貯湯利用追焚き回路
３０１　浴槽循環回路
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